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（報 告）九州支部報告会が行われました。 

 2017 年 11 月 9日（木）、ホテル福岡ガーデ

ンパレスにて第 14 回九州支部報告会が開催

された。開会の辞で佐々木和資支部長は緊迫

した昨今の東アジア情勢に

触れ「北朝鮮の核ミサイル

開発など困難な課題もある

が、本日は野澤会長を迎え

て日韓トンネルという未来

志向の課題について勉強し

たい」と語った(写真-1)。 

 来賓として韓国の釜山か

ら来日した社団法人韓日ト

ンネル研究会のリュ・ジョ

ンウ（柳鐘又）事務総長、イ・

ドンウク（李東郁）理事が挨

拶した。両氏は報告会の開催を祝し「本日の講

演会が将来の韓日・日韓間の海底トンネル実

現に向けて役立つことを確信する」と語った。    

 祝電の披露では衆参両院の議員からの６通

を代表して長崎県の谷川弥一衆議院議員の祝

電が読み上げられた。 

 総会の議事報告では、2017年 6月 14日に東

京で開催した第 14 回通常総会の議案書を元

に下記議案の決議について報告があった。 

・第１号議案：平成 28年度全体経過報告 

・第 2号議案：平成 28年度事業活動報告 

・第 3号議案：平成 28年度活動決算報告 

・第 4号議案：平成 29年度事業計画案 

・第 5号議案：平成 29年度活動予算案 

・第 6号議案：定款変更案 

・第 7号議案：平成 29年度役員改正案 
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写真-1 第14回九州支部報告会 
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か」と考え、大深度地下利用法を議員立法で提

案し、健全な地盤ならば地下 40 メートル以深

は用地代を払わずに公共工事ができる法律を

作ったことです。今話題の東京・大阪間のリニ

ア中央新幹線のルートも都心部の地下を用地

代なしで通れるようになりました。  

 国会議員を辞めたとき、私の大先輩で日韓

トンネル研究会の主要メンバーでもあった濱

建介先輩からの御下命があって以来、会長と

いう立場で話をさせていただいています。 

【講演のテーマ】 

 本日の講演のテーマは「誰でも掘れる日韓

トンネル。皆で掘ろう日韓トンネル」です。「誰

でも参加できるが、皆が参加しないとできな

い」という意味です。切り口として日韓両国の

経済関係と実力を一通りおさらいします。 

 日韓トンネルが実行可能であり、実現でき

ることを皆様方がまず確信を持っていただく

ことが何よりも出発点になると思います。 

なお、講演内容は本紙の次号に掲載します。 

 講演会 

 総会の議事報告に続き、講演会が始まった。

講演会のテーマは「日韓関係と日韓トンネル」

講師は野澤太三会長である。講演会の冒頭、野

澤会長は自己紹介で自身の経歴を語り、本日

の講演のテーマについて説明した。 

【野澤太三会長の自己紹介】 

 私は大学の工学部土木工学科を卒業した技

術屋です。日本国有鉄道に奉職し、トンネル工

事をいくつか体験しました。一番大きな仕事

は上越本線の複線化に伴う延長 13.5km の新

清水トンネル建設工事の主任技術者・現場長

として従事したことです。その後、東海道本線

のシールド工事を拝命したこと、施設局長と

して青函トンネルの維持管理・改良を含めて

責任者を務めたことは、その後の仕事でも大

変役に立ちました。 

 国会議員になってからもトンネルや地下に

関する仕事をしました。特に思い出深いのは

「地下深い所には私権は及ばないのではない

写真-2 講演会終了時の記念撮影（前列中央：野澤太三会長、右から4番目：佐々木和資支部長） 

撮影：村岡康孝氏 
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（報 告）第12回トンネル工法勉強会が行わ

れました。 

 第12回トンネル工法勉強会が2017年9月29

日（金）、千代田区飯田橋の当会本部で行われ

た。今回の勉強会のテーマは「カッタビットの

シールド機内側からの交換技術」で、その技術

で先行する飛島建設株式会社と鹿島建設株式

会社の技術者から各社の技術の現状と展望な

どを聴いた。 

 本号では鹿島建設株式会社土木管理本部の

西岡和則統括技師長を初めとする 3 名から聴

いた「リレービット工法」の概要を紹介する。 

 初めに野澤会長が日韓トンネル実現のため

の技術的課題のひとつに対馬海峡西水道の掘

削があり、岩盤と未固結堆積物からなる高水

圧下の海底を片押し 30km で高速掘進する技

術が必須と語った(図-1)。 

 これを受けて鹿島建設土木工務部の中川雅

由シールド統括部長が長距離・大断面シール

ド施工の実績やリレービット工法の施工実績

やその技術開発について語った。 

1.鹿島の長距離・大断面シールド施工実績 

 長距離・海底トンネルを高速施工した例と

して東京湾の海底下に延長 9,030m のガス導

管用トンネルを外径 3.62m の泥水シールドで

掘削し、平均月進 665m、最大月進 1,168m（日

本最速）を記録したことがある。また伊勢湾横

断ガス導管工事では全長 13.3km の長距離・海

底トンネル（海底下でメカニカル地中接合）を

外径 3.48m の泥水シールドで掘削し、平均月

進 701m、最大月進 934m を記録した(図-2)。 

 大断面シールドの実績では、首都高・中央環

状品川線シールド（北行）工事で延長8,030m、

外径12.55mの大断面・長距離トンネルを1 台

のシールドマシンで施工し、平均月進 477m、

最大月進 708m で掘削し、同時に道路床版など

内部構築を並行して施工した(図-3)。 

3 

未固結堆積物 

写真-3 鹿島建設からのヒアリング 

図-1 対馬付近の地質平面と縦断 

図-3 鹿島の主な大断面シールド施工実績 

図-2 鹿島の主な長距離シールド施工実績 

出典：鹿島のリレービット工法のパンフレット 

出典：鹿島のリレービット工法のパンフレット 
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2.鹿島のシールド機カッタビット交換技術 

 長距離施工に対応するため 1999 年にリ

レービット工法を開発し、これまで 11現場に

適用した。リレービット工法の特長は、 

①いつでも、どこでも何回でも交換 

②掘削状況に合った最適なビット仕様を選定 

③機内から大気圧下で交換作業が可能 

④カッタビットの状況を目視確認できる 

 交換機能は「回転式」と「ゲート式」があり、

いずれも作業者が回転軸であるシャフトを通

じてカッタスポーク内部の作業空間に移動

し、内側から摩耗したカッタビットを引き抜

き、新しいカッタビットを指し込み交換する。

「回転式」では回転可能なボールバルブで止

水し、「ゲート式」では開閉可能なゲートによ

り止水してビットを交換する(図-4、図-5)。 

 リレービット工法の適用実積は12 件で、大

断面では首都高・中央環状品川線シールド（北

行）工事で延長 8,030m、直径 12.55m（泥土圧

式）や首都高 SJ11 工区(4)～ SJ31 工区（外回

り）トンネル工事で延長 2,660m、外径約 13m

（泥水式）などがある。 

3.リレービット工法の新たな展開 

 直径10mを越える大断面、長さ3kmを越える

長距離化、巨礫・玉石混じりの硬質砂礫地盤掘

削などに対応するため、従来の先行ビットだ

けでなくディスクローラカッタ（DRC)の交換

技術を新たに開発した。さらに土水圧 1.0MPa

を越える大深度化に対応するため圧力容器

（1.0MPa）を作成し、圧力容器内に砂や泥を投

入した環境下でディスクローラカッタを交換

する技術の実証実験を進めている(図-6)。 

4.日韓トンネルへの適用は可能か 

 日韓トンネルの対馬海峡西水道で要求され

る 2MPa を超える高水圧のかかる未固結層の

掘削は、検証していない領域といえる。テール

シール、中折シール、土砂シールの機能を確認

してから踏み込める領域である。 

図-4 ビット交換機能 

図-5 ビットの状況を確認しながら交換する 

図-6 土水圧1.0MPa下でのDRC交換の実証実験 

出典：鹿島のリレービット工法のパンフレット 

出典：鹿島のリレービット工法のパンフレット 

出典：鹿島のリレービット工法のパンフレット 


